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ベルエタージュの豪華な部屋

17世紀にはすでに、この土地にはハプスブルク家の離宮がありましたが、1683年
のオスマントルコ軍による第二次ウィーン攻撃の際に破壊されました。オスマン帝
国に勝利した後、皇帝レオポルト１世は、オーストリアのバロック建築家、ヨハン·
ベルンハルト·フィッシャー·フォン·エルラッハに狩猟用の宮殿建設を依頼しまし
た。その半世紀後に、マリア·テレジア女帝が宮廷建築家ニコラウス·パカッシに命
じ、その狩猟用宮殿をロココ様式に改築·増築させ、夏の離宮としました。女帝は
1500人以上もの宮廷人とともに、夏の数か月をこの宮殿で過ごしたのです。宮殿
の内装や調度品の選定には皇帝一家の人々が自ら関与しています。宮殿を見学す
れば、ハプスブルク家の生活様式や日常生活、そしてその歴史を感じていただける
ことでしょう。

マリア·テレジアの後継者たちもこの宮殿に手を加えました。とりわけ数世代後の
子孫にあたる皇帝フランツ·ヨーゼフはここで生まれ、68年に及ぶ治世の後、1916
年にここで亡くなりました。階段を上り２階に到着したら、右手の「杉綾模様の間」
にお進みください。

左手の窓から見える大きな中庭は子どもミュージアムの一部です。	
子どもミュージアムでは皇帝一家の日常生活について学び、またいろいろ試	
してみることもできます。
開いた扉からは、侍従武官の間を見ることができます。侍従武官の職務は軍事に
関する最新情報を皇帝に伝えることでした。このため、侍従武官用の部屋が皇帝
の居住部分に隣接していたものと考えられます。

第１室	 警護の間

皇帝フランツ·ヨーゼフの護衛兵はこの部屋に配置され、皇帝の居室への出入口
を警備していました。
右手には陶器製のストーブがあります。宮殿内のストーブはすべて、皇帝一家の生
活を妨げないように、また貴賓室が汚れないように、各室背後の通路から薪を入
れて加熱していました。19世紀には熱風暖房となりましたが、この暖房装置も
1992年からは使用されていません。

第2室		 ビリヤードの間

この部屋は皇帝フランツ·ヨーゼフへの謁見を待つ人々の控室でした。謁見は週二
回行われました。ビリヤード台はフランツ·ヨーゼフの祖父にあたる皇帝フランツ２
世/１世のもので、軍人の娯楽用に使われていました。
壁には大きな絵画が３枚飾られています。中央の絵画には1758年のマリア·テレジ
ア勲章の第１回叙勲式の様子が描かれています。マリア·テレジアが創設したこの
勲章は王朝初の功労勲章で、皇室が与えた最高位の勲章のひとつです。左右の絵
画は勲章創設100周年記念式典の模様で、フランツ·ヨーゼフは大ギャラリーで豪
華な晩餐会を、そして宮殿庭園でレセプションを開催しました。

第3室		 胡桃（クルミ）の間

この部屋の名の由来は高価なクルミ材の壁板です。金箔が施された装飾の壁板も
ロココ様式の豪華なコンソールテーブルもマリア·テレジア時代のオリジナルです。
シャンデリアは19世紀に作られたものです。
フランツ·ヨーゼフの時代、ここは謁見の間でした。人々は受賞に対する感謝、嘆願、
あるいは公職に就いた場合の挨拶に皇帝を訪問したのです。フランツ·ヨーゼフは
午前中だけで100人もの人々と会うときもありました。皇帝の優れた記憶力は有名
で、一度会った人の名前や顔を忘れることはありませんでした。謁見は通常数分間
で、皇帝が軽くうなずくのが終了の合図でした。

第4室		 フランツ·ヨーゼフの執務室

フランツ·ヨーゼフはわずか18歳でオーストリア皇帝に即位しました。毎日膨大な
量の仕事をこなし、毎日朝５時前には仕事机に向かい、そこで一日を過ごしまし
た。右側にあるのがその机です。皇帝はここで書類に目を通し、朝食や昼食も運ば
せました。この机で皇帝は国家元首としての実務を行ったのです。
皇帝は私室に豪華な内装を望みませんでした。プライベートな絵画や家族の写
真、子供や孫たちからの贈り物を飾っただけでした。２枚ある大きな肖像画のうち
１枚は33歳のフランツ·ヨーゼフを描いたものです。もう１枚は妻のエリザベート
皇后で、シシィの愛称で知られる皇后は伝説的な存在となっています。

第5室		 フランツ·ヨーゼフの寝室

皇帝の日課は寝室から始まりました。厳格な時間割に従い、朝４時には起床し、冷
水で洗面した後、敬虔なカトリック教徒として、ベッド左側の祈祷台にひざまずい
て朝の祈りを捧げました。鉄製のベッドは、このオーストリア皇帝の質素かつ簡素
な生活を示すものです。
このベッドで、フランツ·ヨーゼフは68年の治世を終え、第一次世界大戦の混乱が
続く1916年、86歳で息を引き取りました。イーゼルに飾られた絵は、死の床にある
皇帝です。皇帝はその長い生涯で数々の試練に見舞われました。最初の娘ソフィー
を２歳で亡くし、メキシコ皇帝となった弟のマクシミリアンは革命派に処刑されま
した。さらに、一人息子ルドルフの悲劇的な自殺、イタリア人の無政府主義者によ
る妻エリザベートの暗殺もありました。
この部屋の出口の扉の先、左側に皇帝専用のトイレがあります。1899年にフラン
ツ·ヨーゼフのために「英国方式」で設置されたものです。

これから続く３つの小さな部屋はエリザベート皇后の居室でした。
階段の小部屋は皇后の書斎です。皇后はここで数多くの手紙や日記、詩を書きま
した。この部屋はらせん階段で地上階にある皇后の私室とつながっていましたが、
王朝終焉後に階段は撤去されました。
化粧室は美容のための部屋でした。エリザベートは当時、最も美しい女性のひと
りとされ、それを自覚していました。自らの美貌とスリムな体型を保つための美容
や運動は日常生活の中心であり、床まで届くほど長い美しい髪の手入れには毎日
数時間を要していました。

それでは、これらの部屋を通って、第９室へと進んでください。皇帝フランツ·ヨー
ゼフとエリザベート皇后の共同の寝室です。

第9室		 共同の寝室

1854年にフランツ·ヨーゼフが従妹のエリザベートと結婚したとき、彼女はまだ16
歳でした。この部屋は、二人の婚礼に際し、共同の寝室として用意された部屋です。
フランツ·ヨーゼフは生涯、妻を敬愛していました。しかし、皇后も皇帝に同じだけ
の愛情を抱いていたかどうかは、今となっては知る由もありません。エリザベートは
結婚当初から堅苦しい宮廷生活を拒否し、歳月とともに自信に満ちた女性へと成
長しました。長期旅行を楽しむなど、自由な生活を送り、ウィーンにはほとんど姿を
見せなくなりました。
そして1898年9月、エリザベートが61歳のとき、ジュネーブ滞在中にイタリア人の無
政府主義者、ルイジ·ルケーニによって鋭利なやすりで刺殺されました。

第10室	 皇后のサロン

この部屋はエリザベートの応接室です。白とゴールドの壁板と明るい色のシルク製
の壁紙、そしてネオ·ロココ様式の豪華な家具によって、その独特の雰囲気が作り出
されています。

第11室	 マリー·アントワネットの部屋

この部屋は皇帝一家のダイニングルームとして使われていました。家族の夕食会
は厳格な宮廷儀式に従って行われました。ダイニングテーブルの中央に花や果物、
お菓子を盛り付けた金メッキのテーブル装飾を置き、毎回豪華に飾りました。公式
晩餐会ではフランス料理が提供されましたが、家族の夕食会ではフランツ·ヨーゼ
フはウィーナー·シュニッツェルやグーラッシュ、ターフェルシュピッツ、そして有名
なカイザーシュマーレンといったウィーン料理を好みました。常に出来立ての料理
を温かいまま提供できるように、宮殿の厨房棟から各部屋まで料理を保温箱に入
れて運び、隣接する部屋で炭火コンロ、後年はガスコンロを使って温めました。皇
帝はテーブルの中央の席に、皇后は出席しているときはその向かい側に座りまし
た。エリザベートはスリムな体型を維持しようと断食療法を行うことが多く、食事
会にはほとんど参加しませんでした。家族の夕食会は通常夕方６時に始まり、３品
から６品のコース料理でした。
当時の様子を再現した、このテーブルセッティングに使用されている食器類は、ホ
ーフブルク王宮の旧「宮廷食器·銀器室」にあったものです。そこでは現在、皇室が
使用した貴重な陶磁器や銀器が展示されています。エリザベート皇后が個人的に
使用していた食器類のほか、マリア·テレジア女帝の金製カトラリーのセットなど
も見ることができます。

第12室	 子供たちの部屋

子供たちの部屋にはマリア·テレジアの娘たちの肖像画が飾られています。女帝は
11人の娘の多くを、若い年齢で政略結婚させました。扉の左側にある絵は、マリ
ア·テレジアが寵愛した娘、マリー·クリスティーネの肖像画です。彼女だけは自ら
望む相手との恋愛を許され、ザクセン·テシェン家のアルベルト公と結婚しました。
アルベルト公はアルベルティーナ美術館の創設者です。
ここからはバスルームを見ることができます。1917年にハプスブルク王朝最後の
皇后ツィタのために設置されました。

出口から次の部屋に進む前に、朝食用の小部屋もご覧ください。壁を装飾してい
る楕円フレーム内のアップリケは、マリア·テレジアの母、エリザベート·クリスティ
ーネの手製です。

第14室	 黄色いサロン

この黄色いサロンから、宮殿の庭園側の部屋が続きます。ここではジュネーブの画
家リオタール作のパステル画にご注目ください。市民階級の子供たちの姿が極めて
写実的に描かれています。隣の部屋にあるような、マリア·テレジアの子供たちを描
いた典型的な宮廷風肖像画とは対照的な作品です。宮廷画家マルティン·ファン·	
マイテンス作のハンガリー女王としてのマリア·テレジアの肖像画もあります。

第16室	 鏡の間

鏡の間は、マリア·テレジアが小規模なコンサートなど家族向けの祝宴に使用しま
した。
1762年、6歳のモーツァルトが初めて女帝の前で演奏したのはこの部屋でした。モ
ーツァルトの父親はこの演奏後、誇らしげにこう書き記しています。「ウォルフェルは
陛下の膝に上がり、首に手を回して上品にキスをした」

第17,18,19室	 ローザの間

この部屋とその先の２つの部屋は「ローザの間」と呼ばれています。風景画家ヨーゼ
フ·ローザにちなんで名づけられました。この部屋に入る扉の左側にある絵画には、
スイスのアールガウ地方にあるハビヒツブルク城が描かれています。この城はハプ
スブルク家発祥の地です。
また、皇帝フランツ１世シュテファンの肖像画もあります。彼は妻マリア·テレジアの
巧みな外交手腕により、1745年にフランクフルトにて神聖ローマ帝国皇帝に選出さ
れ、即位しました。マリア·テレジアはハプスブルク家の領地を統治し、フランツ·シュ
テファンは皇帝としての執務のほか、特に自然科学と財政に力を注ぎました。この
肖像画にはさまざまな物や収集品も描かれており、それらを見れば皇帝がどのよう
な芸術、歴史、自然科学に興味を持っていたのかがわかります。

第21,22室	 大小のギャラリー

宮殿中心部にある大ギャラリーは皇室のレセプション、舞踏会、晩餐会などに使わ
れました。長さ40メートル以上、幅10メートル近い大きさの大ギャラリーは宮廷の行
事に理想的な空間でした。クリスタルガラスの鏡、金箔を施した漆喰装飾、そして天
井のフレスコ画など、大ギャラリー全体がロココ時代の芸術作品です。
フレスコ画はイタリア人画家グレゴリオ·グリエルミが制作したもので、マリア·テレ
ジアの治世を賛美しています。フレスコ画の中央にあるのは即位するフランツ·シュ
テファンとマリア·テレジアです。また、その周囲には統治者が持つべき徳目や美徳
を表現した人物や、各地にある王家の領地を象徴するものが描かれています。大ギ
ャラリーには大きなシャンデリアが２つあります。1901年に宮殿が電化されるまで、
金箔が施された木製シャンデリアにはそれぞれ70本のキャンドルが灯されていまし
た。
王朝終焉後、大ギャラリーはコンサート会場に使われています。1961年にはここで、
アメリカのジョン·F·ケネディ大統領とソ連のニキータ·フルシチョフ首相の歴史的
な会談が行われました。

隣接の小ギャラリーは宮殿の庭園に面しています。小ギャラリーは家族の聖名祝日
や誕生日のお祝いに使用されました。外には宮殿庭園とマリア·テレジアの時代に
整備されたグロリエッテの素晴らしい景色が広がっています。前回の修復の際
に、19世紀当時の光沢仕上げの白い壁面が再現されました。

第23,24室	 円形と楕円形の中国の小部屋

小ギャラリーの両側には珍しいタイプの部屋が２つあります。左側は楕円形、右側
は円形の小部屋です。マリア·テレジアは当時流行していた中国や日本の美術品を
愛好していました。これら２つの小部屋の特徴は、木製の白い壁板にはめ込まれた
中国製の漆塗りの板と、金箔の施された枠に一体化した小さな飾り棚です。棚には
青花磁器などが置かれています。
また、芸術的な技法で仕上げられた寄木細工の床も見事です。これらの小部屋は
娯楽用の部屋や会議室として使われていました。円形の中国の小部屋では、マリ
ア·テレジアと国家宰相カウニッツ侯爵が機密会議や密談を行っていました。
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第25室	 馬車行列の間

この部屋には大きな絵画が２つありますが、馬車行列の間という名は、その左側の
作品に由来しています。それに描かれているのは、1743年にマリア·テレジアがホー
フブルク王宮の冬の乗馬学校で開催した貴婦人による馬車行列です。オーストリア
継承戦争におけるプラハの奪還を祝う催しでした。
冬の乗馬学校とはホーフブルク王宮の一角にある屋内乗馬施設（現在のスペイン
式宮廷馬術学校）のことで、現在もそこでリピッツァ馬による有名な馬術の実演を
見ることができます。	絵の中央には、リピッツァ馬に乗り、侍女たちの先頭を進むマ
リア·テレジアの姿があります。左側の肖像画はマリア·テレジアの父である皇帝カ
ール６世で、スペイン宮廷風の豪華な衣装を身に着けています。

第26室	 セレモニーの間

マリア·テレジアの時代、このセレモニーの間で洗礼式や結婚式など小規模な儀式
が行われていました。この部屋を飾る一連の絵画は、マリア·テレジアの長男で後継
者のヨーゼフと、ブルボン家のパルマ王女イザベラの婚礼の際の各種祝賀行事の
様子を描いたものです。この中には、女帝の最も有名とされる肖像画もあります。ブ
ラバン·ボビンレースで作られた豪華なドレスを着た「ヨーロッパの第一夫人」とし
て描かれています。その左側にあるのがこれらの中で最大の絵画で、98台の馬車を
従えたイザベラの花嫁行列が描かれています。馬車に描かれた家紋から、ヨーロッ
パの上流貴族がすべて出席していたことがわかります。

右側の壁の絵画は宮廷の食卓やホーフブルク王宮の豪華な大広間での宴会、その
向かい側はアウグスティーナ教会での婚礼儀式、その隣はホーフブルク王宮のレド
ゥーテンザールでのオペラ形式の夜の音楽会の様子です。建物、人物、衣服、食器に
至るまで細部にこだわった印象的な絵画です。次の部屋への出口の手前にある絵
画には注目すべき点があります。そこには幼いモーツァルトが描かれています。モー
ツァルトは実際、婚礼の年（1760年）はまだ4歳でザルツブルクに住んでおり、祝賀
行事には招待されていませんでした。けれども、これらの絵画は完成するまでに数
年かかり、その間にモーツァルトはヨーロッパ中で称賛される音楽家として注目を
集めるようになっていたため、描き加えられたのです。

第28室	 青い中国のサロン

青い中国のサロンが現在の内装になったのは19世紀初頭でした。18世紀に作られ
た手描きの稲ワラ紙の壁紙が用いられました。この部屋は歴史的にきわめて重要
な場所です。1918年11月11日、ここで王朝最後の皇帝カール１世の統治権放棄に
関する交渉が行われました。その翌日、オーストリア共和国の樹立が宣言され、600
年以上に及ぶハプスブルク家の支配が終わりました。しかし、カールは退位を望ま
ず、最終的に家族とともに亡命することになり、1922年、わずか35歳でマデイラ島で
死去しました。一方、彼の妻のツィタが亡くなったのは1989年で、王朝最後の皇后と
して皇帝納骨堂に葬られました。

第29室	 漆（うるし）の間

漆の間は、マリア·テレジアが1765年に亡くなった最愛の夫フランツ·シュテファン
の急逝後、追悼室として改装された部屋です。	北京で製造された黒漆の板はクルミ
材の壁板にはめ込まれており、さらに金箔が施された枠で装飾されています。	
フランツ·シュテファンの没後、マリア·テレジアは生涯、喪服で過ごしました。女帝
が亡くなった後、彼女の祈祷書の中から一枚の紙片が見つかりました。女帝は夫婦
で過ごした歳月を厳密に計算して、その時間を書きとめていたのです。彼女はまた、
この部屋のために３枚の絵画を制作させました。中央の絵画はポンペオ·バトーニ
作のフランツ１世シュテファンの肖像画です。ヨーゼフ２世とその弟レオポルドの描
かれた絵画もこの画家によるもので、1769年にローマで制作されました。ヨーゼフ
の右側にあるテーブルの上には、啓蒙思想を代表する著作のひとつ、モンテスキュ
ーの『法の精神』が置かれています。若き皇帝の努力と改革の根底には啓蒙思想が
あったのです。

第30室	 ナポレオンの部屋

ここは当初マリア·テレジアの寝室でしたが、現在は「ナポレオンの部屋」と呼ばれ
ています。フランス皇帝ナポレオンが、1805年と1809年の二度にわたるウィーン占
領の際にこの部屋に滞在したからです。1810年に皇帝フランツ２世/１世の娘、マリ
ア·テレジアの孫であるマリー·ルイーズがナポレオンと結婚したことで、両国の友
好関係が確立すると考えられていました。しかし、その後ナポレオンが失脚したた
め、マリー·ルイーズは息子を連れて、一時的にウィーンの宮廷に戻りました。彼女
は1814～1815年のウィーン会議で、最終的にパルマ公国を与えられましたが、息子
のライヒシュタット公がウィーン宮廷に留まることがその条件とされました。そのた
め、宮廷で「フランツィ王子」と呼ばれた少年は、ヨーロッパ列強国の意向によりナ
ポレオンの息子として政治的な影響力をもたないようにと、祖父の庇護のもとウィ
ーン宮廷で外界から隔離されて育てられたのです。ハプスブルク家の男子は必ず一
般的な技術を身につけるという家族の伝統があり、それに従い、彼も庭師の技術を
習得しました。子どもの庭師として描かれた絵画もあります。コンソールテーブルの
上にあるカンムリヒバリは、彼の最愛のペットでした。1832年、ライヒシュタット公は
結核のため21歳の若さで亡くなりました。胸像は死の床にある彼の姿です。

次の磁器の間（第31室）では、マリア·テレジアの時代に戻ります。女帝はこの小さ
な部屋を娯楽や仕事に使っていました。天井を含む部屋全体に、磁器を模して青と
白に塗られた木彫りのフレームの装飾が施されています。フレームの中に飾られて
いるのは、計213枚のフランツ·シュテファンとその子供数人の署名が入った青いイ
ンク画です。楕円フレームの肖像にはマリー·クリスティーネのものもあります。彼女
は女帝の寵愛を受け、唯一自ら望む相手との恋愛を許されて、ザクセン·テシェン家
のアルベルト公と結婚しました。

第32室	 百万の間

この部屋は宮殿の中でも最も高価な部屋のひとつで、「百万の間」と呼ばれていま
す。その名の由来は希少価値のあるローズウッド製の壁板です。それにインド·ペル
シャの細密画がはめ込まれています。これら細密画には、16～17世紀のインドのム
ガール帝国の支配者たちの私生活や宮廷生活が描かれています。皇室の人々が小
さく切り取り、一種のコラージュ作品として新たに組み合わせました。部屋の両側に
はクリスタルガラスの鏡が設置されており、互いに反射し合い、無限の空間が広がっ
ているような錯覚を起こさせます。

第33室	 ゴブランの間

この部屋では壁や肘掛け椅子に18世紀のブリュッセルで生産されたゴブラン織り
が使用されています。壁のタペストリ―には市場や港の風景が、肘掛け椅子の布地
には1年12カ月の特徴やシンボルが描かれています。

次の部屋（第34室）はソフィー大公妃の書斎でした。19世紀にフランツ·ヨーゼフの
両親、フランツ·カール大公とソフィー大公妃が使用していた部屋のひとつです。野
心的な母ソフィーは、息子をハプスブルク家の皇帝にするために精力的に活動し、
成功しただけでなく、皇帝となった息子にとって最も重要な政治的助言者でもあり
ました。このため、当時の人々は大公妃を「ウィーンの宮廷で唯一の男性」と呼んだ
のです。
大公妃にとって義理の娘でもあり姪にもあたるエリザベート皇后との関係は、常に
緊迫したものでした。これは、シシィがウィーンの宮廷になじめなかった理由のひと
つでもあります。エリザベートは、義母の絶え間ない監視や干渉について、しばしば
不満を訴えていました。

第35室	 赤いサロン

この部屋の肖像画には、18世紀末以降の皇帝が描かれています。マリア·テレジア
の息子で兄ヨーゼフ２世の後を継いだレオポルト２世、その隣はその息子のフラン
ツで、神聖ローマ帝国最後の皇帝です。1806年、フランツはナポレオン戦争の圧力
に直面し、神聖ローマ帝国を解散し、オーストリア帝国を建国しました。こうして、フ
ランツ２世はオーストリア帝国の皇帝フランツ1世となったのです。彼はハプスブル
ク家の伝統に従い、長女マリー·ルイーズをナポレオンと、次女レオポルディーネを
ブラジル皇帝と結婚させました。フロアスタンドに展示されている肖像画に描かれ
ているのは次女レオポルディーネです。
他の肖像画は皇帝フェルディナントとその妻マリア·アンナです。フェルディナントは
フランツ皇帝の長男で、臣民から親しみを込めて「慈悲深きフェルディナント」と呼
ばれていました。彼はてんかん持ちで、政務に関わることができなかったのです。こ
の時期のオーストリア王政を実質的に支配していたのは宰相メッテルニヒでした。
「ヨーロッパの御者」とも呼ばれた人物で、外交手腕を巧みに使ってヨーロッパ	
の政治を操りました。

第37室	 豪奢の間

この部屋の名の由来はここに置かれた装飾用の豪華なベッドです。ウィーンの宮廷
ではこのようなベッドが他にもありましたが、現存するのはこのベッドだけです。マ
リア·テレジアの婚姻の際に制作され、もともとはホーフブルク王宮の女帝の私室
にありました。豪華なベッドの赤いビロード地には最高級の金銀の刺繍が施され、
また刺繍付きのタペストリーをベッドの構成要素として利用しています。

第38室	 フランツ·カール大公の書斎

この部屋と隣接するサロンは、19世紀にフランツ·ヨーゼフの父であるフランツ·カ
ール大公が使用していました。
ここにある絵画はマリア·テレジアの時代のものです。マルティン·ファン·マイテンス
作の有名な家族の肖像画には、子供たちに囲まれた皇帝フランツ１世シュテファン
とマリア·テレジアが描かれています。皇帝夫妻は16人の子供（11人の娘と５人の息
子）をもうけ、そのうち成人したのは11人です。その絵画の制作後に生まれた２人の
子供と、そのときすでに他界していた３人の子供は描かれていません。王朝存続の
ためにできるだけ多くの王位継承者を世に送り出すことは、支配者一族にとって最
も重要な仕事のひとつでもありました。この家族の肖像画の反対側には、マリア·テ
レジアの生涯で重要な役割を果たした女性たちの肖像画があります。鏡の右側に
あるのは母エリザベート·クリスティーネの肖像画で、左側は女帝の教育係で、後に
側近となったフックス伯爵夫人です。マリア·テレジアは感謝の証として、この女性を
例外的にハプスブルク家専用の皇帝納骨堂に収めさせました。

第40室	 狩りの間

ハプスブルク家の人々にとって狩猟はなくてはならないものでした。狩猟用の服装
をしたマリア·テレジアの両親であるカール６世とその妻エリザベート·クリスティー
ネの肖像画があります。その間に飾られた肖像画の少年はマリア·テレジアの将来
の夫となるフランツ·シュテファンです。
フランツ·ヨーゼフも狩猟好きとして知られ、幼少の頃すでに、シェーンブルン公園
でスズメやハトを狩っていました。背景に宮殿が描かれた絵画もあります。これはヨ
ハン·ベルンハルト·フィッシャー·フォン·エルラッハが建設したバロック様式の狩
猟用宮殿です。

見学コースはここで終わりとなります。シェーンブルン宮殿にお越しいただき、あり
がとうございました。ウィーン家具博物館、シシィ博物館、皇帝の住居、そしてホーフ
ブルク王宮の銀器コレクションもぜひご訪問ください。これら施設についての詳細
は、インフォメーションデスクでご案内いたします。

またのお越しをお待ちしております。

シェーンブルン宮殿2階見取り図
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1A

1B

1	 警護の間
1A	 杉綾模様の間
1B	 侍従武官の間
2	 ビリヤードの間
3	 胡桃の間
4	 フランツ·ヨーゼフの執務室
5	 フランツ·ヨーゼフの寝室
6	 西側テラスの小部屋
7	 階段の小部屋
8	 化粧室
9	 共同の寝室
10	 皇后のサロン
11	 マリー·アントワネットの部屋
12	 子供たちの部屋
13	 朝食用の小部屋
14	 黄色いサロン
15	 バルコンの部屋
16	 鏡の間
17	 大きなローザの間
18	 第二の小さなローザの間
19	 第一の小さなローザの間

20	 ランタンの部屋
21	 大ギャラリー
22	 小ギャラリー
23	 円形の中国の小部屋
24	 楕円形の中国の小部屋
25	 馬車行列の間
26	 セレモニーの間
27	 駿馬の間
28	 青い中国のサロン
29	 漆の間
30	 ナポレオンの部屋
31	 磁器の間
32	 百万の間
33	 ゴブランの間
34	 ソフィー大公妃の書斎
35	 赤いサロン
36	 東側テラスの小部屋
37	 豪奢の間
38	 フランツ·カール大公の書斎
39	 フランツ·カール大公のサロン
40	 狩りの間


